
東山小学校だより
平成３０年１１月９日
※ 町内配付 １１月１０日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

いよいよ文化祭！いよいよ文化祭！
文化祭が目前に迫りました。本日、作品の展示などの準備を終え、明後日を待つのみです。

これまで各学級ごとに作品づくりや発表練習などを計画的に進めてきました。音楽などの発表や

力作揃いの作品を是非ご覧ください。またお昼は、牛の角突きでも出店しているかぐら南蛮クラブ

の広井秀一さんに作っていただく「カレー＆豚汁」をご用意(100食限定)しております。

保護者の皆様はもとより、多くの地域の皆様のお越しをお待ちしております。

市内親善音楽発表会市内親善音楽発表会
10月25日(木)、市内親善音楽祭が行われ、全校児童21名で演奏してきました。指揮は湯谷教

頭、ピアノ伴奏は中村養教でした。二学期が始まってから練習を重ねてきた「闘牛の歌」と合唱

「いつだって」の二曲。当日朝の練習も上々の出来で、あとは会場の雰囲気にのまれず、心を一つ

にして発表してほしいという思いから「全校で発表できるのはハッピーなこと。堂々と演奏してこ

よう！」と伝えました。

東山小学校は一番最初の発表でした。全員が法被姿でステージに上がり、「ヨシターえいっ！」

のかけ声で演奏が始まると、会場が一気に熱を帯びたような感じがしました。他校は5，6年生の

単独学年か二学年で、それでも東山小より大人数…さすがは高学年、どの学校も素晴らしい演奏で

した。が、手前味噌と言われても、東山小学校の発表がいちばん良かった！ある中学校の先生から
．．．．

は「学校色のある素晴らしい演奏でした。全校発表がいいですね。」と、ほめていただきました。

各校の発表が終わると、地元音楽団ピアチェーレ･トリオの演奏を聞き、会場の全員で「ビリー

ブ」を歌い、発表会(1日目)が幕を閉じました。今回発表した「闘牛の歌」は教頭先生の指導の下、

テンポを上げたバージョンでした。文化祭でも発表します。お楽しみに！

11月の生活目標から…11月の生活目標から…「ほめ」の効果「ほめ」の効果
1日(木)の全校朝会で、生活目標の説明の冒頭、生活指導担当の佐藤

先生がいきなり「校長先生をほめてください。」と子どもたちに投げか

けました。すると「ていねいに書写を教えてくれます」「いろいろなネ

クタイをしていて良いです」「いつも一緒に遊んでくれます」など、次

々におほめの言葉をもらいました。少し恥ずかしかったですが、とても

嬉しい気持ちになり、「もっとちゃんと書写の授業をしなくちゃな…」

「もっと一緒に遊ぼうかな～」と思いました。さすがに「もっといろん

なネクタイを…」とは思いませんでしたが、ネクタイをほめられたのはとても嬉しかったです。

佐藤先生からは、「人をほめると、ほめられた人が嬉しい気持ちになるだけでなく、ほめた方も

優しく温かい気持ちになるのです。」と説明がありました。なるほどな～と思いつつ、ほめられる

とがんばろうという気持ちになるものだな～と改めて思いました。

  



角突 千秋 ・東 パン レッ 大好 ！！
先日の牛の角突き千秋楽で、今年度の闘牛活動も概ね終わりとなります。保護者・地域の皆様の

ご理解、ご協力ありがとうございました。

千秋楽当日、会場で5,6年生が角突きと錦鯉についてまとめた「東山パンフレット」を配布し、

感想アンケートを募りました。総合学習で作ったもので、以前の5,6年生が作ったものと違って、

学校のカラープリンターで印刷した手作り感溢れるモノですが、これが大好評でした。当日140

部を配布…その後も問い合わせをいただいています。近日中に「学校ホームページ」にも掲載しま

す。また闘牛振興協議会のHPにも掲載していただけるそうです。どうぞご覧ください。

この半年、全7回の「牛の角突き」、「闘牛会のバーベキュー」や「東山夏祭り」を見てきて、東

山小の子どもたちは、牛太郎の活動をはじめ、募金活動をしたり、カレンダーを売ったり、平忠さ

んからお菓子をもらったり、見守り岩で遊んだり…と、本当に多くの方とふれ合い、成長してきま

した。東山小の子どもたちにとって、闘牛場は大切な場所なのだと実感しました。

「コーディネーション･トレーニング②･③」「コーディネーション･トレーニング②･③」
10月26日(金)・29日(月)と休みをはさんで連日、大塚コーチから指導をしていただきました。

2回目は運動に必要な「スペーシング(位置取りや距離感)」「タイミング(調子や瞬時の判断」「グ

レーディング(力加減)」を、大縄跳びで教えていただきました。大縄に入る時は、縄との距離感、

タイミング、そして走り込む力加減のどれか一つでも適切でないと引っかかってしまうと言う訳で

す。「なるほど、言われてみれば確かに…」と感心しました。最後は『全員のペアが跳べたら終わ

り。どのペアかが引っかかったらはじめから。』の課題が出されました。やはりプレッシャーがか

かるとうまくいかないもので、失敗が続きましたが授業時間ギリギリのところで達成！全員が飛び

上がって喜びました。（最右写真）

3回目は4人グループのシッポ取りや、３チーム、２チームに分かれての鬼ごっこを楽しみまし

た。どれもチームワークが大切です。テーマは「ビジョンとジャッジ(見て判断して動く)」でした。

全3回のトレーニングを通じて、いろいろと運動に大切なことを教えてもらいながら、本当に楽

しい時間を過ごすことができました。先生方も大ハッスルでした。また来年も来ていただく予定で

す。来年は声を出して楽しむゲームを教えてもらおう！と今から思っています。

読書旬間読書旬間 (11/2～12)(11/2～12) ＆ メディアコントロール週間＆ メディアコントロール週間 (11/2～9)(11/2～9)

実は「本」もメディアの一つなので、読書旬間とメディアコントロール週間を同時に行うことは

矛盾するのですが、学校では「デジタルメディア」と捉えて、テレビやインターネット、メール、

SNSを指します。デジタルメディアを制限して、家族との団欒や睡眠時間の確保に取り組んでほ

しいと考えました。読書旬間として、学校ではペア読書や読み聞かせを行いました。取組期間はま

もなく終わりますが、今後も是非ご家庭でも親子読書などをしていただけるとありがたいです。


